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1.は じ め に

 1874年 のReissとSt�elに よ るアンコンAncon貝 塚 の 発掘に始ま る中央 ア ン

デス先 スペイン文化の研 究は,す で に100年 以上 の歴史を持 ってい る。最近 も各国 の

学者 による着実な調 査0研 究 が進 み,前12000年 か ら16世 紀 前半の インカ帝国期 にま

でわた る0こ の地域の長い先 スペイ ン文化史が次つ ぎと明か にされつつあ る。 しか し

なが ら,過 去の調査,研 究の主力 は,こ の地域の文明形成期で ある前1000年 紀 のチャ

ビンChavfn文 化,あ るいは美 しい土器,織 物,石 彫 を遺 したパ ラカスParacas,ナ

ス カNazca,モ チ カMochica,テ ィア ワナコTiahuanaco,チ ムーChim�,イ ン

カな どの文化 を中心 と して進め られ る一 方,ペ ル ー北海岸 のビル ーVir﨎� 流域,

南 海岸 のイカIca川 流 域 北高地の ワヌコHu疣uco地 域 などにおける層位的発掘

による編年 の確立 に力が注がれて来 た。その結果,現 在の ところ中央 ア ンデ スの主な

地 域において は,一 応の編 年がたて られるところにまで達 している。一方,こ れ ら各

地域 の文化を横 につな ぐもの と して,従 来 さまざまな時代 区分 法が提 唱されて来たが,

現 在ではJ.H. Rowcに よ るHorizonと い う 概念を取入 れた方 法が多 くの 研究者

によ り使 われている。

 と ころで,こ の よ うに一応 の枠組みが出来た 中央 アンデ ス先 スペイ ン文化研究であ

るが,そ の中のおのおのの文化の成立,発 展 の経過,あ るいはその内容 に関 して は,

前 述 の古 くか ら調査,研 究 されてい る文化 に関 して とい えども未 だに充分 なデ0タ が

得 られている とは決 して いえない。そ こで,今 後 の研究 はその方 向に向けて進 め られ

るべ きことはもちろんであ るが,他 方,従 来 あま り調査0研 究 の対象 とな らなか った

文化 にも目を向けて行 く必要が あろ う。

*国 立民族学博物館第4研 究部
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 ペルーの首都 リマ市の北約60kmの チャンカイChancay川 流域を中心に,イ ン

カ帝国が全中央アンデスを征服 した直前に栄えていたチャンカイ文化も,従 来あまり

研究の対象 として重視されていなかった文化の一つである。この文化は,白 地黒彩の

土器で古くから知 られてはいた。 しか し,多 様な象形土器を持つモチカ文化,多 彩色

の美 しい土器を作ったナスカ文化などに比べ,あ まりにも素朴であるためあま り注目

されず,研 究の対象にもならなかった。チャンカイ文化が広 く知 られるようになった

のは,ひ とえにリマ市在住の天野芳太郎氏の積年の努力による。若い頃か らアメリカ

の古代文化に興味を持っていた天野氏は,1951年 ペルーに来 ると同時に,チ ャンカイ

川流域の遺跡群に注目し0現 在までに数万点にのぼる資料を収集 している。これ らの

資料は独力で創設 した博物館に収あられ,一 般に公開されている。収蔵品の中でも特

に,チ ャンカイ文化の染織品は質:量 ともに世界第一級のものとして知 られている。

染織品以外にも,多 数の土器,土 偶その他の土製品,金 属器,石 器,骨 角貝器,木 器

などの道具類や装飾品の他,頭 骨を主とした人骨,動 物や植物などの自然遺物にまで

わたる多くの資料が収蔵されている。

 筆者は,第4次 東京大学アンデス地帯学術調査団員 として,1966年 に初めて天野博

物館を訪れて以来 今回で6度 目の訪問になるが,そ の度にこれらの貴重な資料に強

く引きつけられ0い ずれチャンカイ文化の詳 しい調査を行いたいという希望を持って

いた。幸い0昭 和51年 度文部省科学研究費補助金(海 外学術調査)に よる,京 都大学

工学部上田研究室の 「南米都市における戸外空間調査団」の一員として,リ マ市に滞

在す る機会が得 られた。本稿は天野博物館における調査結果を主 として,博 物館の紹

介 という形をとった。いずれチャンカイ川流域その他の現地調査を含めた,チ ャンカ

イ文化に関する調査を行うつもりである。本稿はそのための予備調査の報告として書

かれたものである。

 今回の調査にあた り0多 忙な中を貴重な資料,デ ータを提供 して頂いた天野博物館

長の天野芳太郎氏その他館員諸氏,ま たこの調査の機会を作 って頂いた京都大学工学

部の上田篤助教授,国 立民族学博物館の梅棟忠夫館長,本 稿作成の上で種々の御示唆

を頂いた同館の伊藤教授に厚くお礼を申し述べる。なお,収 蔵品の写真Ia～Vlcは,

カメラマンの山本正勝氏撮影のものである。記 して感謝の意を表する。

1[.天 野博物館創設の経緯

 天野博物館の創設者であり現館長である天野芳太郎氏は,1898年7月2日 に生れ本

年78才 になる。1969年 に脳血栓で倒れて以来 しばらく静養 していたが,持 前の不届の

意志で摂生に努め,最 近はすっかり元気になり長年の研究テーマであるチャンカイ文

化およびJ中 央アンデス諸文化の文様の研究に励み,一 方,連 日訪れる見学者に自

から陳列品の解説を している。 また,週 末を利用 して しば しば チャンカイ方面へ現
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地調査 に赴 き,時 には遠 く南海岸 のナスカ川流域へ,あ るいは中部海岸 の ワル メイ

Huarmey川 流 域 にまで調 査の足 を延ば してい る。天野氏 と考古学 との出会 いは,12才

の時 当時住んでいた函館 の近 くで採集 した先土器時代 の黒曜石の石槍 に始 まる。その

石槍 が4000年 以 上 も前の ものである ことを知 った時の驚 き と満足感 は,今 で もは っき

りと思 い出す といい,石 槍 は天野 コレクシ ョンの一つと して現在 も手元 に置かれてい

る。1928年 中米のパ ナマに渡 り,同 地 にて百貨店 を経営 したのを始め と し,一 国一事業

を 目的にアメ リカ合衆国,コ スタ リカ,エ クア ドル,ペ ル ー チ リで幅広 い経済活動を行

っていた。多忙な事業 のか たわ ら各地を旅行 し0日 本では当時 あま り知 られて いなか っ

た新大 陸各地 の先 スペイン文化 の遺物 のすば らしさに感動 し,収 集を 開始 した。収集

品は中米 を中心 に,北 は メキ シコか ら南はチ リにまでわたる各地 の遺物数千点 に達 し,

パ ナマ市 の自宅 の1階 を陳列室 に して公開 していた。同時 に,強 い記憶力 に支 え られ

た豊 富な学識 とあ くなき探 究心を持 って,中 南米文化の研究 を行 い,数 冊 の著書 を刊

行 し,ま た各地で講 演を行 った[天 野1936,1940a,1940b]。 しか し,太 平洋戦争開

戦 と同時 にア メ リカ合衆国 に抑留 され,そ のコ レクシ ョンや数千冊 の蔵書 をはじめ,

す べての財産 を没収 されて しまった。ユ943年 交 換船で帰国 したが,そ の後 も外務省 に

勤め るかたわ ら,活 発 に中南米の古代,現 代文化 に関す る本を著 した[天 野1943a,

1943b,1943c,1943d,1943e,1944,1948]。 終 戦後再 び渡米 し,ペ ル0を 中心 に裸

0貫 か ら事業 を再 開 した 。戦前 はペルーで金融業を営んでいたが,1951年 に再 びペル

ー に落着 くと同時 に0当 地の豊 富な漁業資源 に目をつ け,そ の仕事 をす る場所 を探す

かたわ ら0広 く海岸地帯を歩いて インカ,先 イ ンカの遺跡を見てまわ った。 その間

に0リ マ市 の北約60kmの チ ャンカイ川流域 の遺跡 に注 目 し,同 地 の出土品を中心

と した収集を開始 した。

 中央ア ンデス先スペイ ン文化 には0前 述 のよ うにチ ャビ ン,モ チカ0ナ スカな ど美

しい土器や織物,石 彫 を遺 した文化が数多 くあるた め0白 地黒彩 の素 朴な土器 を作 っ

たチ ャンカイ文化には,当 時何人 も注 目 していなか った。天野氏 自身に して も,初 め

て チャンカイを訪 れ村人 の持 っていた美 しい布 を見た時,そ れがあの素朴な土器 と同

時代の もの とは とて も信 じられ なか った とい う。 しか し,実 際に遺跡に行 き散乱す る

人骨の間にそれ と同 じ布片があ るのを見て驚 き,即 座 に この地域を 中心 にコ レクシ ョ

ンを行 うことを決心 した。戦前 のパ ナマ時代 には,前 述 のよ うに広い地域 の遺物を収

集 して いたが,個 人の力では限 りがあることに気 付 き,ま た 「まず一つ の地域を集 中

して調べ,そ この遺物を集 めることが大事だ0つ ま り個 に徹すれば普 遍 に通ず とい う

精 神』[天 野1975]に 従 って,毎 週末 には チ ャンカイ川流域 に散在す る多 くの遺跡

を め ぐり,盗 掘によ り荒 らされ た遺跡か ら,捨 て られた土器や染織品を拾 い集 めた。

 海 岸 の砂漠 に営まれた墓地 の副葬 品であ った これ らの遺物 は,塩 分を多 く含んで い

る。そのため発掘 したまま放ってお くと,染 織 品はもちろん土器す らも表面か らボロ

ボロと崩れて しまう。それを防 ぐためには,出 土後直 ちに,塩 分を取除 く根気の いる
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作業をしなければならない。土器,土 製品は通常水道の蛇口を細 く出し放 しに した流

水の中に4～5日 浸 しておくだけで良いので,比 較的簡単である。しかし染織品の方

は大変である。特に撚りの弱い木綿の薄物類は,そ の処理に万全の注意を要する。ま

た,も のによっては水洗いすると変色 したり色がな くなって しまう場合があり,そ の

時は予めその一部を水につけて試 してみる必要がある。仮 に変色 したときには,固 く

しぼった布で何度も静かに上から押えて塩抜きをしなければならない。羽毛製品,縫

いぐるみの人形などは水洗不可能であり,単 に何度も軽 くたたいてポコリと塩分を出

す以外に方法はない。織物の糸は,木 綿とアルパカalpacaと いう新大陸のラクダ科

動物の毛が主であるが,糸 の撚り,織 り,染 めは各種各様で0そ の処理にはきわめて

繊細な注意が必要であり,ま た根気のいる仕事である。

 塩抜き0水 洗 乾燥の終ったあと,染 織品類はラシャ紙の台紙に1点 ずつ縫いつけ,

すべての出土品には出土 日時,出 土場所その他のデータが記入されて整理されていっ

た。最初は自宅の一室を収蔵庫にあてていたが,そ のコレクションが口伝えに評判を

呼び,ペ ルー人はもちろん,外 国からも研究者が訪れるようになり0コ レクションの

量も増えて年ねん手狭になって来た。一方天野氏も,パ ナマで挫折 した博物館創設の

夢を実現すべ く0自 身で発掘する以外にも多くの土器,染 織品などを購入 し0コ レク

ションの内容を充実させていった。1962年,自 宅の一軒おいて隣…りの敷地を購入 し,

翌年博物館の建設を開始 した。1964年7月 には,ペ ルー国文部省令の博物館法による

機関としてその資格が認められ,同 年8月 開館を迎えたのである。

 本年で開館以来13年 になる天野博物館は,開 館時の2階 建が3階 建になり,コ レク

ションの内容も年毎に充実 し連 日多 くの見学者を迎え入れている。1972年 には,従 来

の天野氏の私財による経営か ら,財 団法人天野博物館に改組 し,天 野氏は土地,建 物,

収蔵品その他のいっさいを財団に寄贈 した。それと同時にすべての経済活動か ら身を

引き,現 在は調査,研 究,資 料の収集に専念 している。財団化により本館が永遠に存

続することが法的に可能になり,同 時にその活動を財政的に裏付けるための後援会 も

発足 し,現 在ペルー,日 本両国で活発に募金活動が行われている。

 ところで,本 館の入館料は無料であるが,誰 でも自由に入れる完全な一般公開では

なく,後 述のようにむ しろ個人のコレクションを希望者に見せるという形に近い公開

方法をとっている。しか し,こ の方針は決 して館が閉鎖的な態度をとっているという

ことではなく0次 のような天野氏の考えによるものである。すなわち,ペ ルー国の歴

史的民族遺産を,外 国人である同氏が有料で公開することに抵抗をおぼえること。日

本人の海外活動は,主 として経済面では評価されているが0文 化面では立ち遅れてい

る。そこで本館の活動は経済 とは離れた文化事業であることを明かにするため,無 料

公開する方が良いこと。後の展示の章でも述べるように,本 館独特の展示方法をとっ

ているため,無 制限に一般公開することは不可能なこと0な どである。見学希望者は,
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あ らか じめ月曜か ら金 曜の午後2時 か ら5時 までの間の,希 望の時間を約束 してお く

必要があ る。また各 回の見学者 の人数は多 くて も10人 ぐらいに限 られてい る。見学者

には,か な らず玄関ホールの記 名簿 に 日付 け,住 所,氏 名,職 業,国 籍,見 学の印象

などを記入 して もらってい る。

 1975年 の 来館者 は,50ヵ 国 よ り5,880人 にの ぼってい る。また,1976年8月 には28

力国,814人 を数 え る。7,8月 お よび1,2月 は 休暇 シーズ ンのた め特 に数が多い と

い うことは あるが,少 ない月で も300人 を 下 ることはない。1975年 の5,880人 の 中,

2,519人 は 日本人 でやは り一番多 く,次 いでペル ー人978人,ア メ リカ人598人,フ

ランス人283人,ア ルゼ ンチ ン人275人,ド イツ人258人 と続 く。以下,ヨ ー ロ ッパ,

中南米,オ セアニアか らは,38力 国 の人 びとが来館 してい るが,ア ジア,中 近東,ア

フ リカか らは,イ スラエル,ト ル コ,韓 国,イ ン ド,南 ア連 邦,ロ ーデ シアの6力 国

16人 と きわめて少 ない。 日本人は,各 種 の 中南米視察団や団体旅行 のグル ープが多

い。また,大 使館 をは じめ当地に進 出 している 日系企業 は,日 本 か らの来客 をかな ら

ず とい ってよいほど本館 に案 内 して来る。 しか し,最 近 は天野博物館見 学を主な 目的

の一つ と して,は るばるや って来 る人た ちも増えて来 ている。

 職 員は,現 在館長 の天野氏の他 に,事 務,資 料整理,陳 列品の説明な どに3人,天

野氏の文様研究 の助手 その他 の研究室関係に1人,運 転手,大 工,館 内清掃 その他 の

仕事 に2人 の計6人 が働 いている。

皿.施  設

天野博物館は, リマ市南部の閑静 な住宅街で ある ミラフロー レス区 レテ ィロ街160

写 真1
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番(Calle Retiro 160, Mirafiores,

Lima, Per丘)に あ る(写 真1)。 館

の敷地 は,間 口18m,奥 行35 m

で,面 積 は630m2で あ る。 本館

は1964年 の創設時 には2階 建であ っ

たが,そ の後1965年 に3階 の研究室

と第1収 蔵展示室が,1970年 に第2

収蔵展示室 が増設 され 現在 の姿 とな

った。 街路に面 した本館 と庭 をはさ

んで,奥 に面積76m2の 小 住宅 が

付設 されてい る(図1)。 二 つ の建

物はいずれ も鉄筋 コ ンク リー トおよ

び煉瓦造 りで,設 計は天野氏 自身に

よる。 建物正面 フ ァサ ー ドの,一 見

漢字を文様化 したよ うに 見 える装飾

は,京 都 の陶工安 田氏 の寄贈 による

陶板装飾 である。

 街 路 に続 いて 芝生 と水蓮 の浮 ぶ池

があ り,そ れをまたいで幅広い通路

が玄 関へ通 じ て い る。1階 は 面 積

225m2,玄 関 ロビー,事 務室,講

堂,第1収 蔵 庫,倉 庫,洗 面所 およ

びガ レージか らなる。 玄関 ロビーは,

見 学者記名簿 と植木鉢 が一 つ 置かれ

図1 天野博物館の敷地,建 物配置及び1階 平面図

ただけの簡素 なもので あ り,正 面の講 堂入口の上は,モ チカ文化 の土器文様か らとっ

た機織 りの場面 の図 で飾 られて いる(写 真2)。 ホ ール右手の事務室 には,三 つ の事務

机,電 話,タ イ プライター 館 内連絡用 イ ンターフォ ンな どが備 え られ,館 員 によ り

見学者の受 付けその他 の事務が行 われてい る。 奥 の講 堂は広 さ80.5m2,50脚 の椅

子,映 写装置,黒 板 が備 え られて いる。 ここでは,天 野氏の他,当 地 を訪 れた学者 を

招 いて の講 演会 などが開かれ る。 第1収 蔵庫は,広 さ14 m2で 主 と してチ ャンカイ

文化 の土器が収蔵 されてい る他,約100点 の頭骨,模 造品の土器 な どがある。

 2階 には,二 つの展示室 と収蔵 庫があ る(図2)。 第1展 示室(写 真3)は,面 積

99m2で 土 器,木 器,装 飾 品,楽 器 が展示 され ている。 第2展 示室(写 真4)は や

や狭 く79m2の 大 きさで,染 織 品を中心 として,木 製 の輿の背板,羽 毛細工,墓 か

ら ミイ ラと共 に出土 した副葬品の セッ ト,金 属細工 その他 の小型装飾品な どが展示さ
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写 真2

図2 2階 平 面 図 およ び展 示室 ケ ース 配 置図
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